ミク ロ ネ ン シア の 離島 で 日 本 文化 を 考え る 
ーー 一 妖怪 謀 を 中 心 に 


中 央 カロ リン 諸島 の 生活 文化 調査 


小松 和彦 


若い ころ 、 ミ クロ ネシア ( 旧 国 際 連 盟 委 任 統治 領 南洋 群島 ) の 中 央 部 を 占め る 中 央 カロ リン 諸 

















島 の 一 つ ・ ウ ル シ ー 環 礁 と ポン ナッ プ 環 礁 に お いて 、 
る '。 

中 央 カロ リン 諸 
後 、 ミ クロ ネシア 地域 は 国連 の 信託 統治 領 と し て 米国 が 統治 し て お り 、 長 v 






































民 の 生活 文化 の 調査 を 行っ た こと が あ 


は 、 ヤ ッ プ 島 か ら ト ラッ ク 諸 島 に 至る 地域 を 指し て いる ( 図 1 参照 )。 戦 


\ 間 、 日 本 人 の 入 域 





が 制限 され て いた が 、1970 年 代 か ら は 日 本 人 研究 者 も 長期 の 入 域 が 可能 と な っ た 。 それ を 機 に 、 











文部 省 の 科学 研究 費 を 得 て 調査 団 が 編成 され た の で 、 私 も その 調査 団 に 参加 








する こと に な っ た 。 


私 は その ころ 、 四 国 の 山奥 (高知 県 香美 郡 物 部 村 ) に 伝わる 民間 宗教 「 い ざ な き 流 」 の 調査 
と その 延長 上 に 浮か び 上 が っ て きた 陰陽 道 や 呪 語 ・ 妖 怪 の 研究 を 進め て いた 。 そ れ に も か か わ 








ら ず 、 そ の 研究 を な か ば 中 断 す る か た ち で ミク ロ ネ ン シア 調査 に 起 い た の に は 、 い くつ か の 理由 














が あっ た が 、 一 番 の 理由 は 、 社 会 の 全体 を 一 人 で 見 渡せ る よう な 、 小 さ な 異 文化 社会 に 身 を 置 
いて 、 そ の 社会 の 仕組 み を 調べ 、 そ れ を 通じ て 、 日 本 の 文化 を 「 外 ] か ら 眺 め て みた か っ た か 
ら で あ る 。 き っ と 、 そ の 体験 は 、 文 化 人 類 学 者 た ちの 半 文 化 調査 記録 を 日 本 に いて 読ん だ と し 




















て も わか ら な いよ うな こと を 教え て くれ る に ちがい な いと 思っ た の で ある 。 
本 格 的 な 調査 を 行っ た の は 、 ポ ン ナ ッ プ 環礁 で ある 。 ポ ン ナ ッ プ 環礁 は 、 
環礁 の 西方 約 26 キロ 、 北緯 七 度 33 分 、 東 経 149 度 25 分 に 位置 する 環礁 で 、 








ラッ ク (チュ ー ク ) 
環礁 島 は ポン ナッ 























プ 、 タ マタ ム 、 フ ァ ナ リッ ク の 三 つ で ある が 、 フ ァ ナ リッ ク は 無人 島 で 、』 
所 有 し 、 か つて は ポン ナッ プ 
る ポン ナッ プ の 南方 に 位置 し 、 ポ ン ナ ッ プ の 支 島 的 な 立場 に あり 、 























ドン ナッ プ の 首長 が 





民 の 埋葬 地 で あっ た 。 人 口 は 約 500 人 。 タ マタ ム は 、 主 島 で あ 
名 も る カヌー 本 体 を 支え る 


アウ トリ ガー (浮子 ) に 由来 する 。 人口 は 約 100 名 。 私 が 調査 し て いた ころ の 環礁 へ の アク セ 














ス は 、 ト ラッ ク 諸 島 か ら 、 年 に 数 度 の 不定 期 連絡 船 を 利用 する か 、 大 人 金 を H 
ター する し か な か っ た 。 所 用 時 間 は 直行 で 約 半 日 。 
ポン ナッ プ の 主食 は 、 タ ロイ モ と パン の 実 、 現 在 は 購入 し た 米 も 食べ る 。 

















いて 漁船 を チャ ー 


これ に 海 か ら 獲 っ 


て きた 人 魚 貝 類 が 副食 と な る 。 豚 や 鶏 、 大 も と きど き 食 べ る 。 ポ ン ナ ッ プ と は 、「 ポ 」 (カヌ ー の 


航海 術 伝承 ・ 伝 授 者 、 師 匠 )+「 ナップ] (偉大 な )、 つ まり 「 偉 大 な ポ 」 の 








Micronesia (California:Commings Publishing Co., 1977)、 日 本 語文 献 で は 印 東 道 子 編著 「 ミ 
の 60 章 』 (明石 書店 、2015 年 ) な ど を 参照 の こと 。 な お 、 ポ ン ナ ッ プ 島 の 本 格 的 定住 








と いう 意味 で ある 。 


ミク ロ ネ シ ア に 関す る 概説 は 、 英 語文 貞 で は 、Wiliam H. Alkaire, 4 ヵ Tmtroduction to the Peoples and Cultures of 


クロ ネシア を 知る た め 
調査 は 、 文 部 科学 省 の 


科学 研究 費 補助 金 等 を 得 て 、1980 年 か ら 1997 年 に わた っ て 、 そ れ ぞ れ 半 年 か ら 数 ヶ月 間 、 断 続 的 に 行っ た 。 








1997 年 の 調査 は 、 主 に NHK スペ シャ ル 「 黒 潮 ] の 撮影 隊 を 案内 し て 「 ポ 」 儀礼 を 詳 
め の も の で あっ た 。1977 年 に 行っ た ウル シー 島 で の 調査 は 私 費 に よる も の で ある 。 








細 に 撮影 ・ 調 査 す る た 
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本 文化 を 考え る 








この 地域 の 伝承 に よれ ば 、 中 央 カロ リン の 島々 の カヌ ーー 航海 術 に は 、「 ウ ワリ エン | と 「 フ ァ 
ン ゥ ー ル | と いう 二 つ の 流派 が あり 、 ポ ン ナ ッ プ は ウッ リリ エン 派 の 発祥 の 地 で 、 か つて は 
| ウリ リエ ン 」 (語義 は 「 風 を 見 る ]) と いう 航海 の 神 を 祀る 調 が あっ た と いう ^? ポン ナッ プ で の 
調査 で は 、 と くに 伝説 や 昔話 の 採集 に 力 を 入れ た 。 
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図 1 


伝説 ・ 普 話 の 採集 の 前 提 一 一 母系 出自 ・ 妻 方 居住 集団 





























異 文化 の 伝説 ・ 昔 話 を 研究 する こと は 、 自 文化 の 伝説 ・ 昔 話 を 研究 する の と は 違っ て 多く の 
困難 が 伴っ て いる 。 そ の 前 提 と し て 現地 の 文化 の 理解 が 必要 だ か ら で あ る 。 例え ば 、 ウ リ シ ー 
で あれ 、 ポ ン ナ ッ プ で あれ 、 昔 話 の な か に 登場 する 親子 は 、「 昔 々 、 誰 それ と いう 娘 が 、 お 母 
さん と どこ そこ に 住ん で いま し た 」 と いう ふう に 、 母 と 子 と し て 語ら れる こと が 多い の だ が 、 
これ は この 地域 の 社会 が 伝統 的 に は 母系 で 母方 居住 が 一 般 的 で あっ た こと を 反映 し て いる 。 ま 

、 昔 話 の な か の 主人 公 は 、 次 々 に 出会っ た 女 ( 男 ) と 「 遊 ぶ ] (セッ クス する ) が 、 そ の 話 を 
な ん の 説明 も する こと な し に 日 本 語 訳 に する と 、 な ん と いう プレ イボ ー イ 、 プ レイ ガー ル と い 
うこ と に な っ て し まう が 、 ポ ン ナ ッ プ で は 、 キ リス ト 教 に 改 未 する まで は 、 生 涯 一 人 の 夫 、 一 
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> 小松 和彦 [聖なる 島 ポ ン ナ ッ プ の 島 名 起源 説話 ]、 川 田 順 造 、 徳 丸吉 彦 編 『 品 頭 伝承 の 比較 研究 | 第 2 巻 ( 弘 
文 堂 、1985 年 ) 、136-152 頁 。 




















小松 和彦 


人 の 妻 を も つの が 好ま し いと いっ た 考え 方 は な く 、 次 々 に 夫 ( 妻 ) を 変え て いた 。 こ の 社会 で 
は 、 夫 婦 の 絆 は 淡い も の で あっ て 、 社 会 を 構成 する 単位 に は な ら な か っ た の で ある 。 例 えば 、 
ポン ナッ プ に は 「 結 婚 ] と いう 用 語 も 、「 家 族 ] に 相当 する 用 語 も な か っ た 。 現在 は 結婚 に つ 
いて は 「 ア ブッ プル 」、 家 族 に つい て は 「 フ ァ ミ リー]| と 表現 する が 、 こ れ は トラ ッ ク 本 島 か 
ら 戦後 に な っ て 入っ て きた 概念 で 、 こ の 「 ア ブッ プル 」 は 「 カ ッ プ ル 」 が 託 っ た も の だ と 考え 
られ て いる 。 夫婦 の こと を 「 プ ッ プ ル 」 と いう が 、 こ れる も 同様 で あろ う 。 

ポン ナッ プ は 母系 制 ・ 妻 方 居住 婚 を 原則 と する | 母系 出自 集団 ] (matrilineal descent group) の 
社会 で 、 こ れ は 女性 が 産ん だ 者 た ち に よっ て 集団 を 編成 する と いう こと を 意味 する 。 こ の 集団 
を 現地 語 で 「 ア イナ ン | と いう 。 これ は 人 類 学 で いう クラ ン (dan : 氏族 ) に 相当 する 。 集団 
は 母系 (女系 ) で あっ て も 、 政 治 的 権力 は 男 た ち が 所 っ て いる 。 ポ ン ナ ッ プ 語 で 男 を | ム ワ ァ 
ン 」、 女 を 「 ロ ー プ ッ ト 」 と いう が 、「 ロ ー プ ッ ト 」| と は 「 乏 れ た 者 ] と いう 意味 で ある 。 

ポン ナッ プ に 存在 する アイ ナン は 六 つ あり 、 そ れ ぞ れい くつ か の 支族 (サブ ・ ク ラン 、 リ ネッ 
ジ [ineage]) に 分 か れ て 生活 し て いる 。 六 つの アイ ナン は 序列 化 さ れ て お り 、 そ の 最上 位 に 位 
置 す る マー サル は 、 伝 統 的 首長 を 出す アイ ナン と いう こと を 意味 する 「 ホ ー・ ポ ン ナ ッ プ | ( ポ 
ン ナ ッ プ の 人 ) と いう 称号 を も っ て いる 。 マ ー サ ル の 最 年 長者 が 自動 的 に 「 ハ モル 」 (伝統 的 首長 
と な る ^?。 
内 の 政治 は 、 形 式 的 に は 島民 た ち 全 員 に よる 合議 で 決め る こと に な っ て いる が 、 実 質 は そ 
れ ぞ れ の アイ ナン の 有力 な 長老 た ちと 選挙 で 選ば れ た 村長 と 数 人 の 議員 た ち が 集 まっ て 決め て 
いる 。 こ れ ら は すべ て 男性 で ある 。 ま た 選挙 で 選ば れ た 村長 も 慣習 的 に マー サル か ら 選 出さ れ 
て いる 。 女性 は 表面 的 に は 政治 の 舞台 に は 出 て こない が 、 各 アイ ナン の 長老 格 の 女性 も 隠 然 た 
る 力 を も っ て お り 、 男 た ちゃ も その 意見 を 容易 に は 無視 で き な い 。 

この アイ ナン は 、 カ ヌー に 例え られ る 。 ア イナ ン の 女 た ち は 、 自 分 の アイ ナン の 男 た ち を 
| ム ワ ァ ン ・ ナ ・ ワ ー イ 」 (私 の カヌ ー の 男 ) と 表現 し 、 自 分 の アイ ナン の 女 の パ ー ト ナー (配偶 者 ) 
と し て 移り 住ん で きた 他 の アイ ナン の 男 を 「 ム ワ ァ ン ・ ナ ・ プ イト イ 」 (私 の カヌ ー に 流れ て き 
た 男 ) と 表現 する 。 

この 社会 で は 、 セ ックス を と て も 大 事 す る 。 最大 の 快楽 だ と 思っ て いる 。 し か し 、 恋 愛 は 熱 
し や すく 冷め や すい こと も 知っ て お り 、 戦 後 、 島 を あげ て キリ スト 教 に 改 未 し て か ら は 、 一 夫 
一 婦 制 が 奨励 され る よう に な っ た が 、 以 前 は 、 同 棲 し て いて も 、 そ の 男 ( 女 ) が 嫌 に な っ た ら 
すぐ に 別れ て し まっ て いた 。 

この 社会 で は 、 セ ックス で つなが っ て いる 男女 の 関係 より も 、 ア イナ ン の 女 が 子ども を 産む 
こと が 重視 され る 。 そ れ が アイ ナン の 存続 ・ 繁 栄 を 保証 する か ら で 、 こ の た め 、 女 が 子ども を 
産ん だ と き (と くに 初 児 を 産ん だ と き ) は 、 一 族 を 挙げ て 大 き な 祝 宴 「 ウ ー ム ウィ ナウ ナウ 」 ( ナ 
ウ と は 出産 する こと 、 ウ ー ム と は 祝宴 用 の 大 き な 食 器 を 意味 する ) を 開く 。 こ の と き 、 産 婦 の 同棲 
者 ( 夫 ) 側 の 一 族 (アイ ナン ) は 、 そ の 子ども に 、 自 分 た ちの 土地 の 一 部 を 贈与 する 。 こ の 土 
地 は 、 女 の 同棲 者 ( 夫 ) が 別 の 女 の と ころ に 夫 っ て し まっ た と し て も 返却 され る こと が な い 。 
し た が っ て 、 こ の 夫 側 か ら の 妻 側 へ の 贈与 が 、 あ る 程度 、 男 の プレ イボ ー イ 化 を 制御 し て いる 
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詳し く は 、 小 松 和 彦 「 ポ ン ナ ッ プ 島 の 首長 制 素 描 」、 小川 正恭 、 渡辺 大 雄 、 小松 和彦 編 「 象 微 と 権力 」 (弘文 堂 、 
1988 年 ) 、222-245 真 。 
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と も いえ る だ ろう 。 次 か ら 次 に 別 の 同棲 する 女 に 子ども が 4 
流失 し て し まう か ら だ 。 ま た 、 人 交 方 の アイ ナン か ら ゴ 
呼ば れる 人 た ち ) は 、 さ る さまざま な か た ち で 父方 の アイ ナン に 奉 付 


本 文化 を 考え る 


ポン ナッ プ の 親族 名 称 
こう し た アイ ナン 中 心 の 社会 編成 は 、 親 族 の 関係 を 示す 名 称 に も 現れ て いる 。 こ の 社会 の 親 





族 名 称 は 、 





で 、 人 類 学 で は 、 へ を 男 、 〇 を 女 、 


モー 型 と 呼ん で いる 。「 チ チ 」 の 兄弟 姉妹 、「 ハ ハ ] 
し て いる 点 に 特徴 の 一 つが あり 、 父 方 と 母方 の 名 和 











を 男 も し く ! 











の よう な 親族 名 称 を 用 いつ つも 、 社 会 集団 の 基礎 1 
























































日 本 の それ と は 著しく 異な っ て いる 。 図 2 は 、 


に 





に 














上 地 を 分 与 き され た 子ども (「 ア ファ クル 」 


E ま れ た だ たら 、 男 の アイ ナン の 財産 が 





と 


ト す る こと が 義務 づけ て いる 。 























日 本 の 親族 関係 名 称 を 示し た も の 
女 を 表し 、 こ の タイ プ の 親族 名 称 を エス キ 
の 兄弟 姉妹 を 「 オ ジ ] 「 オ バ ] と 称し 区 別 
ド が 相似 し て いる 点 も 特徴 で ある 。 ま た 、 
男系 的 傾向 が 強い 「 イ エ 」 と 呼ば れる 集団 


ー 
に = 










































































































































































































































































に よっ て 営ま れ て いる 。 
高祖 母 高祖 父 高祖 母 高祖 父 高祖 母 高祖 父 高祖 父 高祖 母 
9 AN 0 の | | 。 の A A 0 
オオ オジ オオ オバ | ソフ ソ ボ オオ オバ | オオ オジ ソ ボ ソフ オオ オジ | オオ オバ 
へ  @ (家父 ) ( (祖母) 人 ( 〇 )( 邊 母 ) (家父 ) 〇 ) 
介 コ # が 4 オバ オジ ハハ ( 母 ) チチ (人 交 ) オジ オバ 條 3 が 人 トコ 太 f 
2 。 〇 人 ハハ 〇 
イト コ イト コ | イト コ 兄弟 」 姉 妹 兄弟 姉妹 イト コー げ ト コ マト マイ トコ 
〇 OO き A 人 ハ OJ 
トコ チ ガ イ | 7 コ 失 7[ 竹 勇 [ 娘 息子 碑 時 トコ チ ガ イ | イト コチ ガイ 
ハバ 〇 A 〇 人 
マ ゴ | マ ゴ 
図 2 日 本 の 親族 関係 名 称 (EGO が 男 の 場合 ) 


これ に 対し て 、 ポ ン ナ ッ プ の 親族 名 称 は 、 人 類 学 で いう クロ ウ 型 で 、 ア イナ ン (母系 出自 























集団 ) 





と 性 別 、 世 代 を 基礎 に 作ら れ て いる *。「 お 母さん ] と か 「 お 父さん 」 と いっ た 呼び か け の 名 称 
4 は ポン ナッ プ の 親族 関係 名 称 を ん 示し た も の で ある 。 こ の 
日 本 の 関係 名 称 に 慣れ て 


(親族 呼称 ) は な い 。 図 
図 は 、 図 2 の 

















3 お よび 図 








いる 者 か ら す れ ば 、 不 
名 称 が な く 、 そ れ が 





以下 、 こ れ を 少し 詳し く 見 て みよ う 。 図 


「 ハハ 」 


日 本 の 親族 関係 名 称 と の 対照 を 考え て 図式 化し て いる 。 





志 議 に 思わ れる 関係 名 称 で ある 。 と いう の も 、 例 えば 「 オ バ 」 に 当たる 








* 


詳し く は 、 
会 の 多様 性 と 変容 
1989 年 ) 、73-91 頁 























小松 和彦 「 ポ ン ア ッ プ 島 の 親族 名 称 
ミク ロ ネ シ ア と その 周辺 ] 











(国立 


と 表敬 ・ 忌 休 行 動 ]、 
民族 学 博物 館 研究 報告 別 民 6 号 、 国 


こ な っ て いる か ら で あ る 。 
3 は 関係 図 の 基点 (EGO) を 男 に し て 見 た と き の 名 








生島 農 、 











F 山 和 芳 編 【『 オ セア ニア 基層 社 
立 民 族 学 博物 館 、 
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称 で 、 図 4 は 基点 (EGO) を 女 に し て 見 た と き の 名 称 で ある 。 
イネ イ イネ イ 
DA WAwlg や 2 4 9 
イネ イ | プ ウ ィ イネ イ へ メイ イネ イ 
人 〇 の 人 ム ® 4 © 4 6 〇 
ネイ の プ ウ ィ 
イネ イ | プ ウ ィ イネ イ へ メイ へ メイ イネ イ 
© 4A A A @ の 
ハ キ | プ ウ ィ | ネイ ハ キ プ ウ ィ プ ゆ ウィ | ハ キ イ ネイ へ メ イ 
( ) 人 へ @ ©* AEeo 名 〇 人 A ハ AO の A 
ロー ニム エヌ タイ の 
As| は 4| キト プ ウィ ネイ | ネ ネイ | ネイ 細 
ト ト へ 
? A A アパ 
ネイ イネ イ 
画 弄 ® 
園 一 は の 母系 出自 集団 の 成員 園 一 父 の 母系 出自 集団 の 成員 
一 奏 の 母系 出自 集団 の 成員 
九 3 ポン ナッ プ 親 族 関係 名 称 (EGO が 男性 の 場合 ) 
イネ イ イネ イ 
0 WAwlg や 4 4 9 
イネ イ | モア ン ガ イ イネ イ | へ ネイ イネ イ 
A OQ © @ A @ 〇 
ネイ で アン ガイ で ) 人 ブウ ィ 
イネ イ | モア ン ガ イ イネ イ へ メイ へ メイ イネ イ 
〇 @ 人 A A 〇 
プ ウ ィ | モ 7# ガ イ | ネイ プ ウ ィ モア ン ガ イ モア ガイ | プ ウ ィ イ ネイ へ メ イ 
eA 人 @ 人 ハ * Osco 全 り ム へ ウ ® A 
ロニ ニム ェ メ イ モ 7 ツガ イト ーー コ プ ウ ィ 
O 人 
ぇ | は 4 和 イ トキ ネイ ネイ | ネイ ネイ | ネイ A 
ト ト ネネ へ 
〇 ? fi" 4A @ 4 
ネイ イネ イ 
画 ネイ 較 ネイ ネイ [| ネイ @ 
較 一 母 の 母系 出自 集団 の 成員 凡 一 父 の 母系 出自 集団 の 成員 


これ に より な が ら 説 明 す る と 、 男 (EGO) か ら 見 た 場合 
バー は 、 世 代 に 関係 な く 、|[ プ ウィ 」 (兄弟 ) と いう 。 





























奇妙 に 思 











巴 4 ポン ナッ プ 親 族 関係 名 称 (EGO が 女性 の 場合 





分 が 属す る アイ ナン の 男 の メ ン 
うか も し れ な い が 、 私 た ちの 社 
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ミク ロ ネ シ ア の 離 


IS 
の | 








本 文化 を 考え る 





会 で は オジ や マ ゴ に あたる 者 た ち も プ ウィ な の で ある 。 ま た 、 女 性 同 - ゴ 





E の 「 姉 妹 ] も 互い に プ 


ウイ と いう 。 男 の 立場 か ら 見 て 、 女 の | 姉妹] は 、 同 世代 の 女 と 下 の 世 代 の すべ て を さして 「 ハ 
キ ] と いい 、 女 (EGO) の 立場 か ら 見 て 、 男 の 「 上 兄弟 ] は | モア ン ガ イ ] と いう 。 さ ら に 、 男 


の 立場 か ら み て 、 
関係 な く 「 イ ネイ ] 
( 父 ) と 呼ぶ が 、 同 





( 母 ) と いう 。 こ の 社会 で は 、 











自分 が 属す る アイ ナン の 女 の メ ン バ ー の うち 、 上 の 世代 の 女 は すべ て 世代 に 
自分 を 産ん で くれ た イネ イ の 
じ ア イナ ン の な か に は 、 ヘ メイ ( 父 ) も 、「 ネ イ 」 ( 子 ) も 





同棲 者 を 「 ヘ メイ 」 
いな い 。 


で は 、 男 の 立場 か ら み て 、 ヘ メイ に あたる 人 は どこ に いる の だ ろう か 。 彼 (正確 に は 彼ら と いっ 


た ほう が 正しい の だ が ) に と っ て 、 
イナ ン (誕生 し た と き に 財産 を 自 























自分 を 産ん だ 女 の 同 棲 者 (私 た ちの 社会 で の 夫 ) が 属す る ア 
分 に 分 与 し て くれ た アイ ナン ) の 男 の メ ン バ ー す べ て が 「 ヘ へ メイ] 





( 父 ) と 呼ば れる 。 ま た 、 そ の アイ ナン の 女性 メン バー の すべ て が イネ イ ( 母 ) と な る 。 


た だ し 、 女 性 の 立場 か ら み た 場合 、 


これ と は 少し 異な っ て いる 。 








自分 が 属す る アイ ナン の 女 


性 の うち 同 世代 は 、 女 同士 は きき ほど 述べ た よう に プ ウ ィ で ある が 、 下 の 世代 の メン バー た ち 





は 、 男 女 を 問わ ず ネ イ ( 子 ) と な る 。 繰り 返し に な る が 、 男 の 立場 か ら み る と 、 





た 女 が 産ん だ 子 は 女 の ア イナ ン に 属し 、 
( 子 ) と 呼ぶ の で ある 。 ま た 、 
女 が 産ん だ ネイ た ち は 、 ま と め て 

わか り に くい か も し れ な い 。 そこ で 、 図 















































と な る アイ ナン (母系 出自 集団 ) を も と に 整理 し 直す と 、 図 
図 5 は 、EGO が 男 の 場合 の EGO の アイ ナン 内 の 関係 名 称 と EGO の アイ ナン の 男性 成員 の 


「 コ 」 の 名 称 を 示し た も の で ある 。 こ れ に 対 
ン の 関係 名 称 と EGO の 男性 成員 の 











し て 、 図 





8 は 、 同 様 に 、EGO が 女 の 場合 を 示し た も の で ある 。 






























































イネ イ プ ウ ィ 
に 人 | アフ ァ ク ル 
ee い 
イネ イ プ ウ ィ 」 | ネイ ネイ ) 
(し) 人 | :( 〇 人 ! 
a プ ウ ィ 人 ネイ 」 
EGO 。 。 て トー ー 
ハ キ プ ウ ィ | | ネイ ネイ 
〇 人 | 1 I\ 
| 
ハ キ プ ウ ィ し ネイ 際 イ 
〇 ハ (OO A ・ 
NN ヽ 、 ニー = リー 4 
図 5 EGO( 男 ) の 母系 出自 集団 の 関係 名 称 と 
その 外戚 名 称 


自分 が 結婚 し 





自分 の アイ ナン に は 属 き な い の だ が 、 その 子 を 「 ネ イ ]」 
自分 が 属す る アイ ナン の 男 が 他 の アイ ナン の 女 と 結婚 し 、 そ の 
自分 の アイ ナン の 「 ア フォ クル 」| と も 呼ば れる 。 

3 と 図 4 の 関係 名 称 を 、 こ の 社会 の 親族 集団 の 基礎 





5 一 図 6 と し て 示す こと が で きる 。 






































その 外 威 名 称 








6 は 、EGO が 女 の 場合 の EGO の アイ ナ 
「 コ | の 名 称 を 示し た も の で ある 。 ま た 、 図 7 は 、 EGO が 
和男 の 場合 の 「 チ チ 」 の アイ ナン の 成員 た ちと その 「 チ チ 」| の 「 コ |] の 関係 を が し た も の で 、 図 























= 
イネ イ モア ン ガ イ 
〇 SN 
イネ イ モア ン ガ イ ! ネイ ネイ 
QO a Ai 
1 
1 1 
プ ウ イィ | モア ン ガ イ し ネイ ネイ | 
〇 (A 
EGO 1 1 
1 1 
ネイ ネイ | | ネイ | ネイ 
e A OA' 
| 
ネイ ネイ | ネイ | ネイ 
に 1 
図 6 EGO( 女 ) の 母系 出自 集団 の 関係 名 称 と 
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| 「 の \ 
イネ イ へ メイ イネ イ へ メイ 
〇 へ | 〇 へ | 
イネ イ へ メイ ハ キ | プ ウ ィ イネ イ へ メイ プ ウ ィ | モア ン ガ イ 
QO A_| 〇 A 〇 AN | 0 ハ 
イネ イ ヘ へ メ イ ハ キ | プ ウ ィ イネ イ へ メイ プ ウ ィ | モア ン ガ イ 
〇 A OA O Al 6 A 
イネ イ へ メイ oO A ん a へ メイ @ モア ン ガ イ 
EGO A | EGO 
イネ イ へ メイ ハ キ | プ ウ ィ イネ イ へ メイ プ ウ ィ | モア ン ガ イ 
〇 ハ 〇 ハム 〇 ハ 〇 
に / Ne 
丸 7 EGO( 男 ) の 「 チ チ 」 の 母系 出自 集団 の 図 8 EGO( 女 ) の 「 チ チ 」 の 母系 出自 集団 の 
関係 名 称 と その 外 威 名 称 関係 名 称 と その 外 成 名 称 


この よう な 社会 で は 、 私 た ちの 社会 と は 異な り 、| 父 ] ( 母 の 同棲 者 ) の 社会 的 役割 は きわ め 
て 低く 、 た ん に アイ ナン の 女 に 和 寄っ て きた 男 た ち で あっ て 、 同 棲 し て いる あい だ は 、 ア イナ ン 
NNN 
程度 の 扱い し か 受け な い 。 

それ で は 、「 父 ] に 代わ る よう な 役割 は 誰が する だ ろう か 。 そ れ は 、 母 の モア ン ガ イ つ まり 
私 た ちの 用 語 で いえ ば 「 母 方 の オジ 」 ( 母 の 兄弟 ) や 「 母 の 母 の 兄弟 ] た ち で ある 。 ア イナ ン 
の 男 た ち は 、 同 じ ア イナ ン の 下 の 世 代 の プ ウ イィ ( 晴 )、 つ まり 、 同 じ ア イナ ン の 同 世代 の ハ キ 
に あたる 女 が 産ん だ 子ども を 保護 し 養育 する 。 そ し て 、 男 の メン バー は 、 そ の 個人 的 財産 を プ 
ウイ ( 揚 ) た ち に 譲る 。 ア イナ ン の 長 の 地位 (氏族 長 権 ) や 、 首 長 の 地位 も 、 同 世代 の 年 下 の 
プ ウ イィ ( 喝 弟 )、 次 いで 下 の 世代 の プ ウ ィ (兄弟 ) に 譲ら れる 。 

以上 の こと を 耳 解す れ ば 、 実 際 、 ウ ル シ ー で あれ 、 ポ ン ナ ッ プ で あれ 、 キ リス ト 教 に 改宗 す 
る 以前 の 世代 に 属す る 古老 た ち が 、 こ れ ま で の 人 生 で 、 次 々 に 「 ロ ー ニ ー ム ゥ ェ イ 」 (配偶 者 、 
同棲 者 ) や 恋人 、 愛 人 と いっ た 性 的 パー トナ ー を 変え て いっ た と いう こと も 、 不思議 で は な い 
だ ろう 。 今 で も この 習 お 
の こと を 気に入っ て いる 女 ( ハ キ ) が いる の で 、 夜 、 遊び に 行か せ て いい か 」 と 嘱 や か れる の 
も 当然 な の だ と いう こと が わか る 。 こ の よう に 寺 は 湊 い も の で 、 女 が 、 自 分 の 腹 を 痛 
め て 子ども (その 父 が 誰 で ある か が わか ら な く と も ) を 産ん だ と いう 事実 こそ が 大 切 で あっ て 、 
この 動か な い 事 実 を 基礎 に 集団 が 形成 され て いる の で ある 。 

この よう な ポン ナッ プ を は じ め と する 中 央 カロ リン の 社会 集団 の 編成 の 仕方 を 調べ て いく 
と 、 本 稿 で は 詳 述 し な い が 、 私 た ちの 前 に 、 日 本 の 社会 集団 すなわち 「 イ エ 」 と いう 集団 の 特 
徴 も 次 第 に 浮か び 上 が っ て くる 。 
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ミク ロ ネ シ ア の 離 放 本 文化 を 考え る 





ポン ナッ プ の シャ ー マ ニ ズム ー 一 改宗 以前 の 伝統 的 神 和 観念 





戦後 、 米 国 の 統治 下 に 入っ た と き 、 島 民 は カト リッ ク に 改宗 し 、 そ の 結果 それ 以前 の 伝統 的 
な 宗教 (アニ ミズ ム ・ シ ャ ー マ ニ ズム ) を 放棄 し 、 そ れ に 関連 する 祭祀 施設 も 破壊 し た 。 し か し 、 
宣教 師 た ちゃ 口頭 伝承 の 類 い を 廃棄 ・ 忘 却 さ せる こと は で きず 、 た くさ ん の 伝説 ・ 昔 話 が 現在 
で も 伝え られ て いる 。 

興味 深い こと に 、 そ の 伝説 ・ 昔 話 に は 、 キ リス ト 教 改宗 以前 の 信仰 や 倫理 観 、 生 活 習 俗 が 語 
り 込 まれ て お り 、 伝 説 や 昔話 の 解読 を 通じ て 、 キ リス ト 教 改宗 以前 の ポン ナッ プ の 生活 が 浮か 
び 上 が っ て くる 。 
ポン ナッ プ 人 は 、 世 界 (宇宙 ) を 、 島 (ファ ヌ ) と 海 ( レ ヘッ ト )、 天 (ラン ) に 大 別 す る 。 ま た 、 
は 、|[ フ ァ ヌ ・ ビ 」 ( 砂 の 島 ・ 玲 環礁 島 ) と [ファ ヌ ・ チ ュー ク 」 (高い 山 の あ る 島 ) に 分 けら 
れ て いる 。 島 は 大 別して 「 人 里 ] ( モ ホ ー ル ) と 「 森 ] ( レ ワ ル ) に 分 けら れ 、 こ の 「 森 ]」 は 
現在 で も 島民 に は 、 妖 怪 の よう な も の が 出没 する 所 と し て 恐れ られ て いる 。 

ポン ナッ プ 語 で 人 間 の こと を 「 ヤ ラマ 」 と いい 、 カ ミ ( 神 ) に 相当 する 語 を 「 ヤ ニュ ー」 と 
いう 。 例え ば 、 海 の 神 を 「 ヤ ニュ ー・ レ ヘッ ト 」、 悪 神 を 「 ヤ ニュ ー・ エ ン ガ ウ 」 と いう 。 ま た 、 
霊魂 を 「 ン ゴル 」、 幽 霊 ・ 死 雲 、 化 け 物 、 妖 怪 な ど を 「 ホ ー マ 」 と いう 。 

また 、 キ リス ト 教 に 改宗 する 以前 に は 、 人 類 学 や 宗教 学 で いう 「 シ ャ ー マ ン 」 に 相当 する 宗 
教 者 ・ 呪 術 師 が いた 。 彼 ら は 「 ワ ー・ ン ・ ヤ ニュ ー」 と いい 、 そ の 語義 は 「 神 の カヌ ー」| で 、 
文字 通り 、 神 懸 か っ て 病気 治療 や 預言 を し た 。 ま た 、「 ホ ー・ ヨ ー・ ン ゴル 」 と いう 宗教 者 も 
いた 。 こ の 語義 は 「 魂 を 探す 者 ] で 、 魂 を どこ か に 落と し た り 、 ホ ー マ に 人 奪 われ て 病気 な っ た 
り し た 人 を 治療 する た め に 、 病 人 か ら 失 われ た 魂 を 探し て くる こと が で きる 、 と 考え られ て い 
た 。 | ツー ャ ン ・ 補 三 ー| と 0 ・ ヨ ー・ ン ゴル 」 を 兼ね た 考 も いた 。 ま た 、 | ワー ンジ シ 
ヤニ ュー」|「 ホ ー・ ヨ ー・ ン ゴル 」| は 、。 一 般 の 人 に は 見 えな い 「 も の 」 ( 電 】 を 見 る こと が で き 
る 特別 な A 「 ホ ー マ が 来る 、 ホ ー マ が 来る 、 火 を 殺 い て 、 家 に 入れ 」 
と 警告 し て まわ っ た り し た と も いう ?。 

例え ば 、 次 の 事例 は 、 イ ケラ ム と いう シャ ー マ ン が 、 妻 の 魂 を ホー マ に 吐き 出さ せ て 病気 を 
治し た 、 と いう 話 で ある 。 








































































































【 事 例 1】 (ポン ナッ プ ) 

ポン ナッ プ に は 、 ド イツ 時 代 か ら 日 本 時 代 に か け て 、 島 の 首長 に も な っ た イケ ラム と いう 
名 の 男 が いた 。 彼 は ワー・ ン ・ ヤ ニュ ー で あり ホー・ ヨ ー・ ソ ゴル で も あっ た 。 こ の イケ ラ 
ム に つい て 、 次 の よう な 話 が 伝え られ て いる 。 

ある 日 の 夕方 、 タ ロイ モ の 畑 で 仕事 を し て いた イケ ラム の 妻 が 、 タ ロイ モ の 葉 の 陰 に 変 な 
も の が 横切っ た の を 見 た ら 、 急 に 気分 が 悪く な っ た の で 、 仕 事 を さっ さと 切り 上 げ て 家 に 戻っ 
た が 、 そ の 日 か ら 重 い 病 気 に な っ た 。 そ こ で 、 イ ケラ ム が 神 上 敬 か っ て 占っ た と ころ 、 妻 が 見 
た も の は ホー マ で 、 そ の ホー マ が 妻 の 魂 を 食べ て し まっ た の で 病気 に な っ て いる 、 と いう こ 
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と が わか っ た 。 妻 の 病気 の 原因 を 突き とめ た イケ ラム は 、 ヤ シ の 殻 に 呪 楽 を 入れ 、 ホ ー マ が 
出 た 畑 に 出かけ た 。 イ ケラ ム が タロ イモ の 葉 の 薩 に 隙 れ て いる と 、 同 じ 場 所 に ホー マ が 現れ 
た 。 そ こ で 、 そ の ホー マ の 後ろ に まわ っ て 首 を 捕まえ 、 思 いき り 締 め 上 げ て 、 食 べ て し まっ 
た 妻 の 魂 を 吐き 出さ きせ 、 そ し て 、 持 っ て いっ た 呪 泉 の 入っ た ヤシ の 殻 に その ホー マ を 封じ 込 
め て し まっ た 。 吐き 出さ れ た 妻 の 魂 が 病気 の 体 に 再び 呼び 戻さ きれ た の で 、 だ ん だ ん 妻 の 病気 
も 良く な っ た 。 



































ポン ナッ プ の シャ ー マ ニ ズム は 、 日 本 の シャ ー マ ニ ズム と は 異な っ て いる 。 日 本 で は 、 病 気 
は 悪霊 が 乗り 移る こと で 生じ る と 考え ん た が 、 ポ ン ナ ッ プ で は 、 病 人 の 魂 が 悪霊 に 奪わ れる こと 
で 生じ る の で ある 。 日 本 の シャ ー マ ン (密教 系 の 祈 茶 師 者 な ど ) は 病人 に 江 依 し て いる 直 寺 を 
呪 力 で 退散 させ る こと で 治し 、 シ ャ ー マ ン 自身 が 神 懸 か る こと は 少な く 、 そ れ に 代わ っ て 「 依 
邊 | な ど と 呼ば れる 「 霊 媒 ] を 用 意 し 、 そ の 者 に 神 や 悪霊 を 乗り 移り ら せ た 。 ま た 、 日 本 本 土 で 
は 、 祈 遷 師 に せよ 、 霊 媒 に せよ 、 春 われ た 魂 を 探し に いく こと は な い 。 












































ヤニ ュー・ ヤ ラマ ある い は 境界 的 ・ 両 義 的 存在 


ポン ナッ プ で は 、 こ うし た 宗教 者 に 対応 する 「 説 話 上 の 宗教 者 ] を 、「 ヤ ニュ ー・ ヤ ラマ 」 
と いう 。「 ヤ ニュ ー」| と は 神 、「 ヤ ラマ | と は 人 間 を 意味 する の で 、 こ れ は 「 半 神 半 人 ] ある い 
は 「 双 方 の 属性 を も っ た 者 ] と いう こと を 意味 する 。 ヤ ニュ ー・ ヤ ラマ は 人 間 世 界 と 神 ・ 妖 怪 
の 世界 の 双方 を 行き 来 し 、 人 間 の 世界 で は 人 間 の 姿 に な り 、 神 や 妖怪 の 世界 で は 、 神 や 妖怪 の 
姿 に な る と いわ れ て お り 、 あ る と き に は 人 間 の 味方 に な り 、 あ る と き は 神 や 妖怪 の 側 に 立つ と 
いわ れ て いる 。 よ うす る に 、 両 義 的 ・ 境 界 的 な 存在 で ある 。 

例え ば 、 次 の 事例 は 、 ヤ ニュ ー・ ヤ ラマ の 境界 性 ・ 両 義 性 を よく 表し て いる と いえ る だ ろう 。 











【 事 例 2】 (ポン ナッ プ ) 

村 の は ずれ の パン の 木 の 洞 に 、 ヤ ニュ ー・ ヤ ラマ が 住ん で いた 。 あ る 日 、 ホ ー マ が 森 で 出 
会 っ た 男 を 捕まえ よう と 追い か け て きた 。 こ れ に 気づい た 男 は 、 一 生 懸 命 に 逃げ 、 も う 少 し 
で 捕まり そう に な っ た 。 だ が 、 た また ま 大 き な 木 の 枝 が あっ た の で それ を くぐっ た と ころ 、 
ホー マ は その 枝 に ぶつ か っ て 痛 が っ た 。 そ の 隙 に 、 男 は さら に 遼 く に 逃げ ば た が 、 ホ ー マ は ま 
た 追っ て きた 。 ま た 、 捕 まり そう に な っ た が 、 今 度 は 大 き な 木 の 根 が 地面 か ら 出 て いた の で 、 
それ を 飛び 越え て 逃げ ば た 。 と ころ が 、 ホ ー マ は その 根 に 蹴 つ まず いて ひっ くり 返っ た の で 、 
その 隙 に また 遠く に 逃げ た 。 こ うし て 、 村 ( モ ホ ー ル ) の は ずれ まで よう や く た ど り 着 いて 、 
ヤニ ュー・ ヤ ラマ の 住む 木 の 前 まで 来 た 。 いち早く それ に 気づい た ヤニ ュー・ ヤ ラマ は 、 光 
げ 帰 っ た 者 を 洞 に 招き 入れ 待っ て いる と 、 そ こ に ホー マ が や っ て きた 。 ホ ー マ が ヤニ ュー・ 
ヤラ マ の 洞 に 首 を 差し 込ん で 来 た の で 、 そ の 首 を ひっ 捕まえ て 締め 上 げた と ころ 、 ホ ー マ 

は 悲鳴 を 上 げ て 隆 参 し た 。 見 る と その ホー マ は 、 女 の ホー マ だ っ た の で 、「 お れ の 妻 に な れ 。 
な れ ば 命 は 取ら な い 」| と 言っ て 妻 に し て し まっ た 。 






































日 本 文化 的 な 脈絡 で は 、 ポ ン ナ ッ プ の レ ワ ル に 相当 する 領域 は 山 で あり 、 モ ホー ル に 相当 す 
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の | 








ミク ロ ネ シ ア の 離 本 文化 を 考え る 





る の は 人 里 ・ ム ラ で ある 。 そ し て ポン ナッ プ の 場合 は この レ ワ ル ( 森 ) と モ ホ ー ル ( 村 、 人 里 ) 
の 境界 は 「 村 は ずれ 」 で あり 、 日 本 の 山 と 人 里 の 境界 は 、[ 辻 ] や 「 峠 ] | 川 ] な ど で あ る 。 

ホー マ は 「 化け物] | 鬼 ] | 妖怪 ] と 訳せ ば さほど 問題 は な い が 、 日 本 の 説話 的 形象 の な か か 
ら 、 ヤ ニュ ー・ ヤ ラマ に 相当 する よう な 存在 を すぐ に 想起 する こと は 難し い 。 し か し 、 自 然 的 ・ 
文化 的 環境 の 違い を 考慮 し つつ 伝説 や 普 話 を 検討 し て いく と 、 同 様 の 存在 を 探し 出す こと が で 
きる 。 例え ば 、 次 の よう な 話 は 、 こ の こと を 考え る 手掛かり と な る だ ろう 。 
































【 





例 3】 (ポン ナッ プ ) 

昔々 を 、 ポ ン ナ ッ プ に 、 家 や 舟 な ど を 壊し た り 、 人 の 妻 に 乱暴 を 働い た り し た た め に 、 皆 か 
ら 嫌 われ て いる タウ ス と いう 名 の 男 が いた 。 あ まり の 乱暴 ぶり に 困り 果て た 人 々 は 、 ひ そ か 
に 相談 し て 、 タ ウス を 殺す こと に し た 。 そ し て 、 彼 の 寝込み を 襲っ て 縛り 上 げ 、 舟 で 沖 に 運 
び 出 し 、 石 を 重り に し て 海 へ 投げ 込ん だ 。 重 し を つけ られ て いる の で 、 タ ウス は どん どん 沈 
ん で いき 、 海 の 底 に 至っ た 。 

そこ に は 、 大 き な 家 (カヌ ー ハ ウゥ ウス) が あっ た 。 そ の 家 か ら 年 を 取っ た お じい さん (この 
老人 は ヤニ ュー・ ヤ ラマ で ある と 説明 され る ) が 出 て き て 、「 こ こ は 人 間 が 来る と ころ で は な 
い 。 こ の 家 に は ホー マ (上 鬼 ) が 住ん で いる か ら 早 く 帰 れ ] と 教え て くれ た 。 男 が 、 ど うし て 
自分 が 縛ら れ て この よう に 海 の 底 に や っ て きた の か を 説明 し た と ころ 、 そ の お じい さん は 
同情 し 、 縛 っ て いた 綱 を ほど いて 家 の 中 に 招き 入れ 、 食 べ 物 を 与え て くれ た 。 お じい さん は 
男 に 「 ホ ー マ た ち は 今 、 食 べ る 人 間 を 捜し に 海 の 上 の 陸 (人 間 の 世界 ) に 出かけ て いる 。 夜 
こ な っ た ら 戻 っ て くる 。 そ の と き に は 、 家 の 隅 に 置い て ある 家財 道具 の 除 に 隠れ て いな さ 
い 」 と 教え て くれ た 。 夜 に な り 、 ホ ー マ た ち が 戻 っ て きた 。 家 に 入る と ホー マ た ち は 、「 人 
臭い 、 人 臭い | と 言っ た 。 と ころ が 、 そ の 老人 は 「 こ こ に は 人 間 は いな い 。 き っ と あな た た 
ち が さ っ き 人 間 の 世界 に 行っ て 、 捕 まえ て 食べ た 人 間 の 内 の に お い が 残 っ て いる の だ 」 と 怪 
し ん だ ホー マ た ち を な だ め て 寝かし つけ た 。 翌朝 、 ホ ー マ た ち は ま た 人 間 の 世界 に 出かけ て 
いっ た 。 す る と 、 老 人 は 家財 道具 の 陰 に 隠れ て いた 男 を 招き 出し て 、「 ホ ー マ は も うい な い 
よ 」 と 言っ て 、 食 べ 物 を 与え を た り し た あと 、「 私 の 知っ て いる ホー マ の 「 ロ ン 」( 秘 密 の 知識 、 
魚 を 獲る 呪術 や 魚の いる 場所 な ど ) を 伝え よう 」 と 一 つ 授 け て くれ た 。 

夜 に な る と ホー マ が 戻っ て きた の で 、 ま た その 家財 道具 の 除 に 隠れ た 。 翌 日 も 同じ よう に 
し て 、 ホ ー マ が いな く な っ た あと 、 老 人 は 知識 を 授け て くれ た 。 こ うし て ホー マ の 家 に 隠れ 
住み な が ら 、 そ の お じい さん に 助け て も らい 、 い ろ い ろ な ロン を 身 に つけ て いっ た が 、 や が 
て 男 は 自分 の ふる さと に 帰り た く な っ た 。 | 帰り た い 」 と 言っ た ら 、 そ の お じい さん は 「 で は 
朝 に な っ た ら ホ ー マ た ち が 人 間 の 世界 に 出かけ て いく 。 そ の と き に 、 ホ ー マ の 姿 に 身 を や つ 
し 、 彼 ら に 混じっ て 人 間 の 世界 に 帰り な さい | と 言っ た 。 

こう し て 、 ホー マ の 姿 に 身 を や つ し た その 男 は 、 自分 が 住ん で いる 村 に 帰る こと が で きた 。 
海 の 中 か ら 現れ て 、 村 に 近づい て 来 た そ の 男 を 見 た 村 の 人 た ち は 、 び っ くり し た 。 自 分 た ち 
が 殺し た タウ ス が 、 海 の な か か ら ホ ー マ (幽霊 ) と な っ て 仕返し に 来 た の で は な いか と 思っ 
た の だ 。 し か し 、 タ ウス は 人 々 に 、「 私 は 幽霊 で は な い 、 海 の 底 の ホー マ の 世界 に いた けれ 
ども 、 こ うし て 戻っ て きた 。 る も う 乱 時 は し な い 。 だ か ら 、 ど う i と 言っ 
た 。 話 を 聞い た 村 の 人 た ち は 「 そ れ だ っ た ら 」 と いう こと に な り 、 タ ウス を 村 に 迎え 入れ た 。 
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その 後 、 タ ウス は 、 海 の 底 の お じい さん に 学ん だ さま ざま な ロン を 使っ て 人 々 を 幸せ に し た 


の で 、 後 に 村 の 長 に な っ た 。* 








この 話 を 、「 あ る 海辺 の 村 ] を 「 あ る 村 」]、「 タ ウス 」 を 「 あ る 男 」]、「 海 に 重り を つけ て 沈め 


る | を 「 村 を 追放 する 」、「 海 の 底 の カヌ ー ハ ウス | を 「 山 の な か の 一 軒 家 ]、|「 ホー マ |」 を 「 鬼 」、 
[ロン | を 「 打 出 の 小杉 」、「 男 を 助け る お じい さん 」 を 「 老 婆 ] に 変え る と 、 日 本 で 語ら れ て 
いる 、 山 の 中 の 一 軒 家 に 住ん で いる 山 即 度 の よう な 普 話 に な る だ ろう 。 





























この よう な 変換 作業 に よっ て 、 中 央 カロ リン の 自然 ・ 文 化 環境 と 日 本 の 自然 ・ 文 化 の 環境 の 











違い が 明らか に な っ て くる 。 と 同時 に 、 物 語 構造 の 類似 も また 明らか に な っ て くる 。 そ し て 、 


ー 
に = 








の 変換 作業 が 、 日 本 文化 を 、 日 本 の 伝説 ・ 昔 話 の 特徴 を 、 浮 か び 上 が ら せ る は ず で ある 。 す 























な わ ち 、 日 本 で は 、 ヤ ニュ ー・ ヤ ラマ の 相当 する 説話 的 形象 は 、「 山 巡 」 的 存在 が 圧倒 的 に 多 


い 








こと が わか る 。 も っ と も 、 中 央 カロ リン で は 、 ヤ ニュ ー・ ヤ ラマ は 「 お じい さん 」 と は 限ら 





な い 。「 お ば あさ ん | で も まっ た く 問 題 は な い 。 そ の 一 例 は 、 か つて 私 が ウル シー 環礁 で 採集 
し た 次 の 「 鉄 の 歯 を も っ た ヴァ ギ ナ 」 の 話 の な か に 登場 する 「 忠 告 する 老婆 ] に よっ て 示さ れ 
て いる 。 


【 








例 4】 (ウル シー) 

昔々 、 モ グモ グ 島 (ウル シー 環礁 の 本 島 ) に 三 人 の 兄弟 が 住ん な で いた 。 あ る と き 、 長 男 が 
魚 取り に 出かけ た 。 日 が 傾き か か っ た の に 少し も 釣れ な い の で 、 モ グモ グ 島 の 近く の 無人 
に 行っ て みよ うと 考え た 。 そ の 島 は 化け 物 が 出る 島 と し て 人 々 か ら 欧 れ ら れ て いた 。 化け 物 
の リー フ に 入る と た くさ ん の 魚 が と れ た 。 一 休み し よう と 島 に 上 陸 す る と 、 ど こ か ら 現 わ 
れ た の か 「 一 人 の 老婆 ] が 出 て き て 、「 こ の 島 は 化け 物 が 出る か ら 早 く 帰 りな さい 」| と 忠告 

し て 立ち 去っ た 。 

懲 ろ し く な っ た 彼 は 、 急 いで カヌ ー の と ころ に 戻 ろ うと する と 、 今 まで 見 た こと も な い ほ 
ど 若 く て 美しい 娘 が 現われ て 彼 を 呼び と め た 。「 私 は この 島 で 母 と 二 人 で 住ん で いる 者 で す 
が 、 あ な た は 立派 な 男 の 方 で すね 。 カ ヌー に 一 杯 の 魚 を 獲 っ た の を 見 まし た わ 。 どこから お 
いで に な り ま し た の 」 と 話し か け て きた 。 彼 は 「 こ の 女 は 姿 か た ちこ そ 美 し い が き っ と 化け 
物 に ちがい な い 」 と 最初 は 警戒 し た 。 だ が 、 あ れこ れ 話 を し て いる うち に すっ か りこ の 娘 に 
魅せ られ て し まっ た 。 そ し て 、「 母 に 紹介 する か ら ぜ ひ 家 まで 来 て 欲し い ] と せ が ま れ 、 彼 
女 の 家 まで 行く こと に な っ た 。 

家 に 着く と 、 人 の よさ そう な お ば あさ ん が や さ し く 彼 を 家 の な か に 迎え 入れ 、「 私 は これ 
か ら 料 理 を 作る か ら 、 そ れ ま で 二 人 で 、2 階 で 遊ん で いな さい と 言っ た 。2 階 で た わ む れ 
て いる うち に 、 彼 は 彼女 の 体 を 抱き た く な っ て きた 。 彼女 も 「 私 は あな た の 妻 に な っ て も い 
いと 思っ て いま す 。 私 の 人 入れ墨 を 見 た く は あり ませ ん か 」 と 言っ て 、 積 極 的 に 彼 を 謗 っ た の 
で 、 彼 は 彼女 を 抱き し め 、 固 く な っ て いき り 立 つ 彼 の いち 物 を 彼女 の 女 険 め が け て 笑っ 込ん 
だ 。 そ の と き 、 激 し い 悲 鳴 が 彼 の 口 か ら 発 せら れ た 。 し ば らく し て 、 息 絶え た 彼 の 体 は バラ 
バラ に され て 、 料 理 鍋 の な か に 放り 込ま れ 、 女 険 の な か か ら 吐 き 出さ れ た 彼 の いち 物 も そこ 


































































































この 話 は 、 前 掲 「 ポ ン ナ ッ プ 島 の 首長 制 素描 ] に お いて 紹介 し た 。 
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に 投げ 込ま れ た 。 

数 日 後 、 次 男 が 、 行 方 不明 に な っ た 兄 を 探し に 化け 物 島 へ 出かけ た 。 や は り 見 知ら ぬ 老 渓 
が 現われ て 「 こ こ は 化 け 物 が 出る 島 だ か ら 帰 っ た ほう が いい 」 と 忠告 し た 。 次男 は 、「 私 は 
行方 不明 に な っ た 上 兄 を 探し に 来 た の だ 」 と わけ を 話す と 、「 そ の 男 は きっ と 化け 物 に 食べ ら 
れ て し まっ た の だ ろう 」 と 告げ た 。 こ れ を 聞い た 次 男 が 、「 そ れ な ら ば 、 上 兄 の 仙 を 討ち た い ] 
と 言う と 、 老 婆 は 「 そ ん な 危険 な こと は や め て 帰っ た ほう が いい |」 と すす め た 。 だ が 、 彼 は 
承知 し な か っ た 。「 そ れ な ら ば 仕方 が な い 。 し か し 決し て 化け 物 に 出会っ て も 化け 物 の 入れ 
黒 を 見 て は いけ な いよ 」 と 教え た 。 

老 疲 が 立ち 去り 、 次 男 が 島 の あちこち を 探し まわ っ て いる と 、 美 し に 娘 が 現われ て 、 彼 を 
家 に 誘っ た 。 彼 は 、 最 初 は 化け 物 に ちがい な い 、 と 警戒 し て いた が 、2 階 で 話 を し て いる う 
ち に 、 ム ラム ラ と 欲情 が 湧き 起こ り 、 老 婆 の 忠告 を 忘れ て 彼女 を 抱い て し まっ た 。 悲鳴 が あ 
が り 、 彼 の 死体 も また 鍋 の な か に 入れ られ て し まっ た 。 

数 日 後 、 今 度 は 一 番 下 の 第 が 、 二 人 の 兄 を 探し に 化け 物 島 に や っ て きた 。 例 の 老婆 が 現 わ 
れ 、 彼 に 忠告 し た 。 末 第 が わけ を 話し 、「 も し 兄たち が 化け 物 に 食べ られ た の な ら 、 そ の 化 
け 物 を 退治 し た い 」 と 言う と 、 老 婆 は 、 化 け 物 に だ まさ れ て 人 入れ墨 を 見 な いよ うに 、 と 忠告 
し た 。 賢い 弟 は 、 老 婆 の 忠告 で お よそ の 察し が つい た の で 、 知 恵 を 絞っ て 退治 する 方 法 を 考 
えた se 

や が て 、 ど こ か ら と も な く 現 われ た 美しい 娘 が 、 彼 を 家 に 誘っ た 。2 階 で 話 を し て いる う 
ち に 、 二 人 の 間 も う ちと け 、 娘 は し きり に 彼 を 挑発 し た 。 第 は 、「 な る ほど 、 兄 さん た ち は 
こう し て だ まさ れ た ん だ な 」 と 思い な が ら 、 娘 に 合わ せ て た わ む れ て いた 。 そ の うち 、 娘 は 
我慢 で き な く な っ た の か 、「 早 く 、 早 く 」 と せ が み だ し た 。 そ こ で 、 彼 の いき り た つい ち 物 
で 彼女 の 女 陰 を な で まわ し 叩き な が ら 「 よ ー レ し 」 と 掛け 声 を 上 げ て 、 女 険 め が け て 和 突き 刺し 
た 。 恐ろし いい 悲鳴 が あがっ た 。 

し か し 、 そ の 悲鳴 は 第 の も の で は な く 、 娘 の 声 で あっ た 。 二階 か ら 醒 い 化 け 物 に な っ た 娘 
の 死体 が 投げ 落と され た 。 そ れ を 見 た 老 波 は 、 け た た まし い 叫 び 声 を あげ て 逃げ よう と し た 
が 、 弟 に 捕まえ られ て 、 秦 妃 で 斬り 殺さ れ て し まっ た 。 女 陰 に 突き 刺し た の は 、 彼 の いち 物 
で は な く 、 こ の 論 妃 だ っ た の で ある 。 こ の 化け 物 は 「 ン ギ ・ パ ラン 」| と 呼ば れる 女 の 化け 物 
で あっ た 。 









































この 話 は 、 ウ ル シ ー で は 二 人 の 見 は 化け 物 の | 鉄 の よう に 固い 歯 を も っ た ヴァ ギ ナ 」 で 男性 
器 を 食い ちぎ られ て 死ぬ の だ が 、 ポ ン ナ ッ プ の 同様 の 話 で は 「 錠 の 歯 の よう な 歯 を も っ た ヴァ 
ギ ナ 」 を も っ た 化け 物 に 殺さ れ た と 語ら れ て いる 。 

ポン ナッ プ で は 、 二 人 の 兄弟 の 場合 、「 ロ ン ゴ ・ ラ ッ プ | と 「 ロ ン ゴ ・ リ ッ ク 」| と いう 兄弟 
と し て 語ら れる こと が 多い 。 ロ ン ゴ ・ ラ ッ プ と は 「 た くさ ん 聞く 」 (た くさ ん 話さ な けれ ば 理解 
で き な い 者 ) と いう 原義 で 「 愚 か な 兄 ] を 、 ロ ン ゴ ・ ロ ッ ク は 「 少 し 聞く 」 (少し 話し た だ け で 
理解 で きる 者 ) と いう 原義 で 「 賢 い 弟 」 を 意味 する 。 三 人 兄弟 の 場合 は 、 ア ウ テ ィ ・ ラ ッ プ ( 親 








7 この 話 は 、「 恐 怖 の 存在 と し て の 女性 像 一 一 化け 物 退 治 装 の 深層 」 (『 現 代 思 想 ] 1982 年 11 月 号 「 異 人 論 」 青 
土 社 、1985 年 に 収録 ) に お いて 紹介 し た 上 で 比較 論 的 に 検討 し た こと が ある 。 
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指 )、 ア ウ テ イ ・ テ ィ ー ク (人 差し 指 )、 ア ウ テ イ ・ リ ッ ク (小指 ) と いう 名 の 三 人 の 兄弟 の 話 と な っ 
て いる 。 

日 本 に も この 話 と 物語 の 構造 が よく 似 た 、「 二 人 兄弟 化け 物 退 治 」 ある い は 「 三 兄弟 化け 物 
退治 | と 名 づけ られ て いる 昔話 群 が あ る 。 次 の 話 は その 一 つ で ある 。 




















【 事 例 5】 (日 本 ) 
ある 所 に 三 人 の 上 兄弟 が いた 。 三 人 と も 武芸 に すぐ れ て いた 。 そ の ころ 奥山 に 化け 物 が いる 

と の 噂 が あっ た の で 、 一 番 上 の 兄 の 太郎 が 「 俺 が その 化け 物 を 退治 し て くる | と 家 を 出 た 。 

山 の ふ も と まで 行く と 小屋 が あり 、「 白髪 の 老 小 ] が いた の で 道 を 聞く と 「 や め て 帰っ た ほ 

う が よ い 」 と 言っ た 。 太郎 が 「 そ れ で も 行く 」 と 言う と 、 老 婆 は 「 そ れ な ら 、 人 谷川 の 滝 の 鳴 

る 音 の と お り に 行く も 帰る も し な さい 」 と の 助言 を 与え た 。 き さら に 山 に 入っ て 行く と 、 深 い 

谷 が あり 、 大 き な 木 が 茂り 、 気 味 悪い 感じ に な っ て きた 。 す る と 、 向 こう か ら 一 人 の 美しい 

女 が 歩い て き て 、 太 郎 と 行き あっ た 。 女 は に っ こり と 笑い 「 ど こ へ 行く 」 と 聞い た 。「 こ の 山 

の 化け 物 退 治 に 来 た ] と 言う と 、 女 は 「 そ りゃ まだ まだ 遠い 、 ち ょ っ と 休ん で か ら 行 く と いい 」 

と 言っ た 。 太郎 が 立ち 止ま る と 「 立 っ て 休む ん な ら 堂 っ て 休ん だ ほう が いい 」 と 言う の で 
邊 っ て 休む と 、 ま た 女 が 「 入 っ て 休む ん な ら 寝 て 休ん だ ほう が いい 」 と 言う 。 そ こ で 太郎 が 
寝る と 、 女 は 大 蛇 に な っ て 太郎 に ぐる ぐる と 巻き つい て 絞め 殺し て し まっ た 。 

家 で は いく ら 待 っ て も 山 か ら 太郎 が 帰っ て こない の で 、 次 郎 が 兄 を 迎え に 奥山 に 出かけ 
た 。 山 の ふも と で 老 浴 に 会 い 、 忠 告 を 受け る が 、 い っ こう か まわ ず ど ん どん 奥山 に 入っ て いっ 
た 。 そ し て 同じ よう に 、 大 蛇 に 殺さ れ て し まっ た 。 

今度 は 二 人 の 兄 を た ず ね て 、 三 郎 が 奥山 に 行っ た 。 一 番目 の 兄 が し た よう に 山 の ふ も と の 
小屋 に 住む 老婆 に 道 を 聞く と 、 こ の と き ば か り は 老 浴 も 引き 止め ず 、「 お 前 な ら 行 っ て も 安 
心 だ | と 言っ た 。 暗がり の 林 に さしかかる と 美しい 女 が 歩い て き て 、 三 郎 に 「 ど こ へ 行く の 
か 」 と た ず ね た 。「 山 の 化け 物 を 退治 し て 兄 の 信 を 討つ た め に | と 答え る と 、 女 は 「 そ の 山 
は まだ まだ 硬い 、 こ こ で し ば らく 休ん で いく と いい | と 言っ て 、 兄 た ちと 同じ よう に 三郎 を 
そこ に 寝かせ た 。 三 郎 は それ で 寝 て 休ん だ が 、 右 の 目 を 休め れ ば 左 の 目 を 開け て お き 、 左 の 
目 を 休め れ ば 右 の 目 を 開け て 、 女 の 様子 を 見 て いた 。 す る と 女 は 大 蛇 に な っ て 絡み つい て き 
た の で 、 刀 を 抜い て 切っ て か か り 、 つ い に そ の 大 蛇 を 切り 殺し た 。 退 治し て か ら 大 木 の 陰 を 
見 る と 、 た くさ ん の 人 の 骨 が 山 と 積ま れ て あっ た 。 そ の な か に 上 兄たち の 脇差 が まじ っ て いた 
の で 、 そ れ を 持っ て 家 に 戻っ た 。“* 






























































日 本 で は 、 中 央 カロ リン の よう な セク シャ ル な 要素 が 消え 失せ て お り 、 美 し い 女 に 化け た 大 
蛇 の 誘 い に 乗っ て 気 を 許し た 隙 (一 人 で 休息 を と っ て いた と き ) に 食べ られ て し まう と いう 話 に 
な っ て いる 。 こ の あたり に も 文化 の 違い が 現れ て いる 。 


























* 関 啓 吾 編 『 日 本 普 話 大 成 』 第 4 巻 (角川 書店 、1978 年 ) に 、 こ の 類型 の 昔話 が 多数 示 され て いる 。 
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ポン ナッ プ の 怪談 一 一 愛す る 妻 が | 総 霊 ] と な る ? 





ポン ナッ プ に も 、 日 本 の 幽霊 と 同じ よう な 霊 が 出る こと が ある 。 そ れ は 「 ホ ー マ 」 と いう 言 
葉 で 表現 きれ た り 、「 誰 それ の 寺 ] ( ン ゴル 〇 〇 ) と 表現 きれ た りす る 。 そ の 出現 の 仕方 は 明 ら 
か に 日 本 の 幽 圭 と 重なる 面 が ある 。 

し か し な が ら 、 次 に 紹介 する 幽霊 護 の 結末 や 
当惑 なぎ ざる を えな い だ ろ う 。 























民 た ちの コメ ント を 聞く と 、 日 本 人 と し て は 








【 





例 6】 (ポン ナッ プ ) 

昔 、 イ ヨル と アナ ウン ポン ナッ プ と いう た い へ ん 仲の 良い 夫婦 が いた 。 イ ヨル は 妻 の アナ 
ウン ポン ナッ プ を と て も 愛し て いた の で 、 い つも 「 も し 私 より 先 に お 前 が 死ん だ ら ど うし よ 
う 。 き っ と お 前 の 後 を 追っ て 自殺 する だ ろう 、 新 し い 女 も 探 き ない] と 妻 に 言っ て いた 。 ア 
ナウ ン ボ ポン ナ ッ プ は この 言葉 を 聞い て と て も 喜ん だ 。 

ある と き 、 ア ナウ ン ポ ン ナ ッ プ が 病気 に な っ た 。 病気 が だ ん だ ん 重く な っ て 、 イ ヨル の 看 
病 の 甲斐 ちあ な く 、 と うと う ア ナウ ン ポ ン ナ ッ プ は 亡くな っ て し まっ た 。 人 々 が 遺体 の 置か れ 
た カヌ ー ハ ウス に 集まっ て き て 、 イ ヨル と と も に 泣き 明か し た 。 イ ヨル は 泣き 叫び な が ら 、 
アナ ウン ポン ナッ プ の 遺体 の 穴 に 布 切れ を し っ か り 詰 め た 。 イ ヨル の 悲し み は た い へ ん な も 
の で あっ た 。 家 の 柱 に 体 を お ぶつけ 、 徐 刀 で 身体 の 至る と ころ を 傷つけ 、 周 囲 の 者 が 押し 止め 
る ほど だ っ た 。 

や が て 夜 も 明け て 、 遺 体 を 埋葬 し な けれ ば な ら な く な っ た 。 遺体 は た くさ ん の 腰 巻 用 の 布 
で くる まれ た あと 慕 産 に 包ま れ 、 船 に 乗せ られ て 、 葬 送 場所 で ある ファ ナリ ッ ク (無人 島 ) 
に 運び 込ま れ た 。 親 族 た ち が 埋 葬 用 の 穴 を 掘っ て いる あい だ も 、 イ ヨル は 泣き 続け て いた 。 
死ん だ アナ ウン ポン ナッ プ の 霊 は 、 イ ヨル と 別れ が た か っ た の だ ろう 、 埋 葬 後 、 ア ナウ ン 
ポン ナッ プ の 霊 も イ ヨ ル に つい て 戻っ て きた 。 船 が 着く と 、 島 中 の 家々 で 火 を た くさ ん 尊い 
た 。 葬送 船 と と も に 、 死 霊 や 悪 圭 の た ぐい が や っ て くる こと が ある の で 、 家 の な か に 人 入れ な 
いよ うに する た めで ある 。 そ の 日 も イ ヨ ル は 、 親 族 と と も に 泣き 明か し た 。 翌日 の 夜 も る イ ヨ 
ル は 泣き 続け 、 療 れ 果 て て 寝込ん で し まっ た 。 

夜中 に イ ヨ ル は 目 を 覚まし た 。 も う イ ヨル は 泣か な か っ た 。 そ し て 、 何 を 思っ た の か 、 
そっ と 家 の 抜け 出す と 、 近 く の 家 に 忍び 込ん だ 。 そ の 様子 を 見 て いた アナ ウン ポン ナッ プ の 
圭 も 、 そ の 後に 付い て いっ た 。 そ こ に は リエ リエ ビッ グフ ァ ン と いう 若い 娘 が いた 。 男 が 妨 
び 込 ん で きた こと に 気づい た リエ リエ ビッ グフ ァ ン が 小声 で 「 誰 ?」 と 聞く と 、「 イ ヨル で す ]」 
と いう 返事 が あっ た 。 リ エリ エビ ッ グ ファ ン は 驚い て 、「 嘘 で し ょ う ? 彼 は アナ ウン ポン 
ナッ プ が 亡くな っ た の で 、 家 で 悲し ん で いる は ず で す 。 私 の と ころ に 忍 ん で くる な ん て 考え 
られ な い 」 と 言っ た 。「 い や 、 本 当 に イ ヨ ル な ん で す 。 私 は 妻 が 亡くな っ て と て も 悲し い 気 
持ち で す 。 た くさ ん 泣き まし た 。 で も 、 い くら 泣い て も 彼女 は 戻っ て き て は くれ な い 。 そ れ 
で 気づい た の で す 。 早く 彼女 の こと を 忘れ な いと 、 私 は これ か ら 生 き て いけ な い 。 リ エリ エ 
ビッ グフ ァ ン 、 ど うか この 私 に 生き る 力 を 与え て くだ さい 」。 イ ヨル は と て も 評判 の 良い 男 
で し た し 、 リ エリ エビ ッ グ ファ ン も イ ヨ ル の こと が 好き だ っ た の で 、「 私 は か まわ な いけ ど 、 
まだ モ ゴ ノア ヘイ ヤル (葬式 終了 ・ 喪 明け の 祝宴 ) も 終わ ら な いう ち に 二 人 で 遊ん で 、 奥 さん 





























































































































24 


小松 和彦 


の 霊 が 怒ら な いか し ら 。 私 は と て も 怖い わ 」| と 返事 を し た 。 だ が 、 そ れ で も イ ヨ ル は その 場 
に 留まっ て 帰ら な か っ た の で 、 と うと う 二 人 は 一 晩 一 緒 に 過ごす こと に な っ た 。 ア ナウ ン ポ 
ン ナ ッ プ の 人 霊 は 、 そ の 様子 を 一 部 始終 見 て いた 。 
その 翌日 、 人 々 が 集まっ て モ ゴ ノア ヘイ ヤル が 開か れ た 。 そ の 晩 $ る 、 イ ヨル は リエ リエ 
ビッ グフ ァ ン の と ころ に 忍 ん で きた 。 朝 に な っ て 立ち 去る と き 、 イ ヨル は 「 午 後に な っ た 
ら 、 村 は ずれ の 私 の 作業 小屋 に 行っ て 待っ て いて くだ さい 。 あ そこ な ら 周 囲 を 気 に せ ず に 
ゆっ くり 二 人 で 遊べ る か ら 」 と 告げ た 。 
午後 、 イ ヨル は 人 目 に つか な いよ うに 0 こ 向 か っ た 。 ア ナウ ン ポ ン 
ナッ プ の 載る その あと に 付い て いっ た 。 小屋 に は リエ リエ ビッ グフ ァ ン が 待っ て いた 。 イ ヨ 
ル が 彼女 の そば に 座る と 、 OE アナ ウン ポン ナッ プ が 生き 
て いた と き 、 あ ん な に 愛し 、 死 ん だ と きも と て も 悲し ん だ の に 、 彼 女 の こ と を も う 忘 れ て し 
まっ た の 」 と 話し か けた 。 イ ヨル は 「 も う ア ナウ ン ポ ン ナ ッ プ の こと は 言わ な いで 。 さあ 、 
私 と 遊ぼ う 」 と 言っ て 、 彼 女 を 抱き 寄せ 、 彼 女 の 腰 巻 を 脱が せよ うと し た 。 と ころ が 、 普 通 
の 女 は 腰 巻 を 一 枚 し か 身 に 着け て いな い の に 、 どう いう わけ か 、 ま だ その 下 に 腰 巻 が あっ た 。 
イ ヨ ル は 、 お や っ と 思い な が ら も その 腰 巻 を 取り 除い た 。 と ころ が 、 そ の 下 に も まだ 腰 巻 が 
あっ た 。 イ ヨル は いや な 予感 が し て 背筋 が 午 く な っ た 。 だ が 、 男 気 を ふる っ て 次 々 に 腰 巻 を 
取り 除く と 、 よ う や く 女 の 太股 が 出 て きた 。 女 を 抱き な が ら そ の 太股 を ちら っ と 見 て 、 イ ヨ 
ル は 驚き と 恐怖 の 悲鳴 を あげ て 、 腰 を 抜か し て その 場 に へ た り 込 ん だ 。 リ エリ エビ ッ グ ファ 
ン と 思っ て いた 女 の 太 股 に は 、 自 分 が 彫り 込ん だ 入れ 墨 が あり 、 陰 部 の 穴 に は 自分 が 詰め 込 
ん だ 布 切れ が 見 え を た か ら だ 。「 イ ヨル 、 ど うし た の 、 さ あ 、 私 を 抱い て ちょ うだ い 」。 イ ヨル 
は 恐ろし さ の あま り 声 も 出 ず 、 ガ タ ガ タ 身体 を 震わせ る だ け で あっ た 。 リエ リエ ビッ グフ ァ 
ン と 思っ て いた 女 は 、 ア ナウ ン ポ ン ナ ッ プ の 霊 が リエ リエ ビッ グフ ァ ン の 姿 に 化け て いた の 
7 
や が て 、 リ エリ エビ ッ グ フアン に 化け て いた アナ ウン ポン ナッ プ の 霊 が 、 生 前 の 次 に な っ 
て イ ヨ ル に 語り か けた 。「 イ ヨル 、 私 は アナ ウン ポン ナッ プ で す 。 あ な た と 別れ が た く て 、 
お 墓 に 埋め られ た と きか ら 、 ず っ と あな た に 付い て いま し た 。 私 は あな た が 生前 に 私 に いつ 
も 言っ て くれ て いた こと を 覚え て いま す 。 そ れ な の に 、 モ ゴ ノ アヘ イヤ ル も 終わ ら な いう ち 
に 、 他 の 若い 娘 の と ころ に 忍 ん で いき まし た 。 私 は 裏切ら れ ま し た 。 そ ん な あな た に 恨み ご 
ww た め に 、 こ うし て あな た の 前 に 出 て きま し た 。 で も 、 も う あ な た の こと nr 
Et 新しい 女 と 結婚 する な り 遊 ぶな り し て も か まい ませ ん 。 あ な た と 

NN em 時 
許し て くれ 」 と 泣き 叫び 続け た 。 

し ば らく し て 、 き れい に 着飾っ た 本 物 の リエ リエ ビッ グフ ァ ン が 小屋 の 中 に 人 人 っ て きた 。 
その 姿 を 見 る な り 、 上 AA お 前 が いけ な い の だ 」 わけ の わか ら 
な いこ と を 叫び な が ら 、 彼 女 を 激しく 叩き 、 追 い 返 し た 。“ 
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この 話 は 、 小 松 
生命 科学 振 尋 会 、 1985 4 es 72-76 頁 ) で 紹介 し た 。 
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本 文化 を 考え る 





この 話 を 詳し く 聞 く と 、 私 た ちか ら す れ ば 、 ポ ン ナ ッ プ の 幽霊 は あま り に も 憎む べき 相手 に 
対し て 寛容 だ と 思わ ざる を えな い の で は な か ろう か 。 私 は 、 こ の 話 を 聞き な が ら 、 夫 は 妻 の 幽 
霊 に よっ て 狂い 死に きせ られ る の だ ろう と 思っ て いた 。 と ころ が 、「 私 と の 約束 を 裏切っ た わ 
ね 。 で も 、 こ うし て 恨み ご と を 言っ た の で 、 も う 許し て あげ る | と 述べ る と 、 あ っ さり 立ち 去っ 
て し まう か ら で あ る 。 

そこ で 、 こ の 話 を 聴か され た 後 、 私 は 島 の 人 た ち に か いつ まん で 「 東 海道 四谷 怪談 ] の お 岩 
さん の 話 を し て みた 。 す る と 、 ポ ン ナ ッ プ の 人 ( 男 ) た ちの コメ ント は 、 お 岩 さ ん の 恨み が 深 
すぎ る と 言い 、 伊 右 衛門 に 同情 的 な の で ある 。「 伊 右 衛門 が 妻 を 殺し た の は いた だ け な い 。 そ 
ん な こと を し な いで 、 さ っ さと 古い 妻 と 別れ れ ば よかっ た の だ 」。 

な ぜ な の か 。 そ れ は ポン ナッ プ の 男女 観 ・ 結 婚 観 の 違い に よっ て いる の で ある 。 こ の 話 の ポ 
ン ナ ッ プ に お ける 教訓 は 、「 夫 は 生前 に 妻 と 馬鹿 な 約束 を し た も の だ 。 そ ん な 約束 を する も の 
で は な い 」 で あっ た 。 

この 話 と 似 た よう な こと を 、 私 も 調査 中 に 体験 し た こと が ある 。 私 の 世話 を し て くれ て いた 
老夫婦 の 娘 夫 婦 の 話 で ある 。 私 より 少し 若い 、 仲 の 良い 夫婦 で あっ た が 、 漠 在 中 、 そ の 夫 が 
逆 で 亡くな っ た 。 そ の 葬儀 の 様子 を ビデ オカ メラ に 収め た と ころ 、 泣 きく れ て いた 妻 が 、 今 度 
来る と き に その ビデ オ の コピ ー を 是非 持っ て き て 欲し いと 頼ん だ の で 、1 年 後に 訪問 し た と き 、 
手頃 な 長き さき に 編集 し た ビデ オ テ ー プ を 土産 代わ り に 持参 し た 。 島 に 到着 し て ほど な く 、 そ の 娘 
が に こ に こし な が ら 挨 拶 に や っ て きた 。 娘 の 後ろ に 男 が 立っ て いた 。 な ん と その 男 は 娘 の 新 し 
い 夫 だ っ た 。 と て も ビデ オ テ ー プ を 渡せ る よう な 雰囲気 で は な か っ た 。 その 後 、 娘 の 両親 に テー 
プ の こと を 話す と 、 口 を 揃え て 「 そ ん な テー プ は 捨て ろ 。 そ ん な も の を みん な の 前 で 上 映し た 
ら 、 娘 の 亡 夫 の 幽霊 が 出 て くる か も し れ な い 」 と 言う の で あっ た 。 

ポン ナッ プ の 社会 で は 、 こ の 娘 の 早々 と し た 再婚 は けっ し て 非難 され る よう な こと で は な い 。 
ポン ナッ プ で は 、 死 者 が 出 た と き 、 残 され た 者 た ち は そ の 死 を 思い 切り 泣き 悲し み 、 遺 族 の 女 
た ち は 頭 を 剃り 、 男 た ち は 自 分 の 体 を 論 力 で 傷つけ た りす る こと で 追悼 の 意 を 表現 する 。 し か 
し な が ら 、 そ の 後 は 、 で きる だ け 早 く 死者 の こと を 忘れ 、「 今 」 の 生活 を 充実 きせ る ほう が 好 
まし いと 考え て いる の で ある 。 
































































































































異 文化 の 伝説 ・ 昔 話 の 理解 ・ 説 明 は 難し い 。 し か し 、 異 文化 と の 比較 は 、 日 本 の 文化 、 日 本 
人 の 価値 観 、 結 婚 観 や 恋愛 観 、 世 界 観 な ど を 照ら し て くれ る 貴重 な 素材 で も ある と いえ る だ ろ 
う 。 
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